
地域の特色をとおして地理的な見方・

考え方を養うための教材の精選と指導法

主題設定の

現代の社会は，科学・

清祐

しい進歩を背景に経済的豊かさを希求し，高度産業化社会，情報

イ七社会，国際化社会等のことばで特徴づけられている。 ζの急激な現代社会の変動は，国民の意識

や錨{直観に多様化をもたらし，生産五上主義の経済発展は物質的な豊かさを現実イとした反面，通諒-

i最密・公害・食糧・エネノレギ}・貿易摩棟・南北問題等の難問を山嶺みさせている。 ζの激動の時

代を如何に乗りきるか，未来恐予見し現代の社会を的確にとらえ，変北の方向に対処できる資質の

育成が，社会科の重要な課題である。

学習指導要領の日標の中の「京い視野に立って……jという ζ とばは，下グ口}ノ{Jレな視野jと

f多角的な考察Jの二点を意味している。自留をよりよく理解するために地図を踏解しなければな

らないし，先進工業国のみな

のζ とは地理的分野の学費では，

活の特色を理解するζ と

かかえる問題に呂を向けさせなければならない。と

び国際理解という観点から，地域の人々の多様な生

ものである。

地理の授業は，ともすればそζにある地理的事象を教えることになりやすかったし，それぞれの

土地の地名，産業などを覚える ζとが".tiB哩恐よく知っている"ζとと同一視されがちであった。

地時的分野の本分は，地理的事象の暗記にあるのではなく，それぞれの地竣で持われる人間の社会

活動佐知ることにあるから，どのような原盟で，なぜそうなったかを考えさせるζ とが重要である。

しかし，教育の中から知識の暗記を排除するという考え方には無理がある。無意味でつまらない内

あれば，機械的暗記に頼らざる接待なくなる。問題なのはその方法よりも内容にある。心肢か

ら納得したわかり方ができなければ，端理は暗記教科だという喧誌からぬけきれないのである。

昨今のように，テレビその告の "与えられるげものの多い社会にあっては，按業も与えられるも

のの一つであって，生徒自らが積極的に参加し，考えるものではなくなっているのかもしれない。

そこに在る事実だけを述べるだけの授業であってはならないし，そのよう

入らないように，地図帳・統計資料・スライド .TP・写真ーなどを使用して授業の結果を上げるべ

く工夫もしているが，大多数の受身の生徒にとっては，やはり-方通行になりがちである。

本研究は， ιのような現状認識にたち，地期的分野では標記のような主題を設定し研究ι敢り組

んで者た。地域とは何か，地理的な見方・

うとするものである。
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H 地域について

「地域jとは何かについては果てしない議論がある。地域が自明の概念でない証拠である。しか

し地理的分野の学習において，地域という概念がなかったならば学務は成立しない。ととろで地域

という用語は地理学習のみならず名界で使われている。たとえば「地域社会JI地域開発JI地域

など地域告と冠したととばが官庁，経済界などにおいて，その意味内容は必ずしも一様でない

が正く使われている。英語のAreaもRegionも等しく地域と訳者れるのが普通であるが，

語闘の地理学者の間では区別されて鵠われているという。すなわち，エ…りアは漠然と土地のひろ

がり(とその内容)を指し， ワ}ジョン惑と合む程括的な用語であるのに対し， ワ}ジョンは何等か

の観点から規定容れたコ二」ザアを意味し，境界をもっている。しかし， リ」ジョンといえども伸縮

自在な人工概念であって，各人各様に用いられてきた O いずれにしても共通している最も謀本的な

ととは，地域が地表の…部を表わしているととである。

「社会科基本用語辞典jによれば，次のように説明2されている。 I地域とは地表の一部分のある

共通のまとまりをもった土地空間であり，地域の個性すなわち地域註(地方的特殊性〉をもっ。し

かしながら，それらの地域がいくつか集まってより上位の紘一棒としての全体地域を構成する場合

には，その構成条件としての一般的共通性をそれぞれの地域が共有するととになる。したがって地

域は，地方的特殊性と一般的共通性とを共有する。そうしてその特殊性と共通性は臣定的・絶対的

なものではなく動的・相対的に変化する。すなわち，部分地域と全体地域の設定のしかたによって，

特殊性が共通性に，あるいは共通性が特殊性に変わるという概念上の相対的な上下関係の変化があ

るばかりでなく，特蜂性・共通性の実質的内容も変化する。j

いずれにしても，人間生活を空i習的に把握するための手段として設定される地域は，何等かの必

要上，ある指標のもとにその地域の特性〈地域性〉を明らかにする ζとができ，周辺と区別される

ととろとしておく O 地域のひろがりの範囲は拘標のとり方ιよって変ってくる。たとえば，日本全

体として考えれば，その構成部分として東北地方が存在し，東北地方全体として考えると太平洋側，

日本海側はその部分となり，日本海側でも庄内平野などの諮柄米を産する水田地械や，日本一のり

んご生産地域の埠軽平野もある。

また，地域にはさまざま種類がある。地表面を，そ ζ に実在する事象の分布の差異に基づいて区

分した地域安実質地域とよび，そのような内容と法関係なく人為的に庶画した地域振形式地域とい

う。自然地域や農業地域，工業地域などは前者の例であり，都道府県・市町村・瞥察署や消防署の

管轄区や選挙区など詰地域性とは別に，特殊の目的で人為的iこ区別された後者の例である。アメリ

カ合衆国とカナダとの出境，南北朝鮮のように経緯線によって区掛された地域が，その後の政治経

済あるいは社会組織などに強く影響され，実質地域の性格をもつようになるととも考えられる。

実質地域は地表面の事象の霊異に基づいて区分された地獄であるが，その区分のための指棋及び

基準の許す範囲内で品様性を示し，見聞の地方から区別される特色告ともっている。それはまた，地
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内部的註質の観点からは次のごつに大別Zされる。一つは等質地域であり，他は機能地域である。

等賞地域は均等地域ともよばれ，水田地域，畑作地域， りんご栽培地域などのよう

して，等質牲の認められる地域的なまとまりであり，単一の指標によってまとめられる静的地域

である。しかし，等質地域といっても，地域全体がすべての点で一議であるわけでiまない。

ための指標に関する限りである。また，機能地域は結窮地域あるいは統一地域ともよばれ，

・通学闇・商圏・都市圏江どのように地域の中に中心となる組織体があり，その統制・

サ…ピス・吸引力〈需要)等の影響を受けて，建問ぬ地~さが統一されているものである。部分在構

地域が核心地域を中心iこ相互に結びつき，関連し合って一つめ統一的なまとまりをもって形

あり， {動きを通して結びついている動的地域である。しかし，乙れらの両地域は全

く持立させられるものではなく，必4妾があれば，一つの地域を等質地域と機能地域の両面から取り

接うととも考えなければならない。

もっている地方的特殊性や一般的共通性に気づかせ，地域の変貌を理解させるためには，

どのように地域安寂り扱ったらよし1かが問題である。 ζζ

という ζとは，それがどの地域であろうと，

しておきたいのは， i地域の特色

して取り上げた地域の，その地方的

とらえるととだという点である。

m 地理的な見方・考え方について

地理的な

ものとしては，

については論が多い。素朴にfをわれる「地理的jという用語が意味する

げられる。§笠置関孫についての零繋 @自然との関係で理解しよう

してある地域にわたってみられる広がり(分布)についての考察。

ζれらは地理的考察という ζ との最も普遍的な内容であろう。

地理的見方・奪え方惑と指導書に示されていることを中心にまとめると

特殊性と一般的共鴻性。地域の特色を生みだした諸条件@地域的なまとまり

関係ゆ自然および社会的条件と人間関係@地域の変貌と動向などである。

つまり，

いる地域性を，いか

域内で生起するさまざま

は，その地域を他の地域と異った独自のものと

かというととで遣うる。換書すれば，

ら，その地域の性格を最も典型的に示すと

@t母方的

・競合

り立たせて

培地

すととであり，また，地期的な考え方とは，そのような性格がなぜ生まれ，維持されているかを地

域の自然的・社会的条件との鵠採で考えるζとである。

とのような地理的見方，考え方吾実務の授業では，どのように取り入れていくととができるか。

次の三つに要約するととができる。

1. 分率的見方・考え方

ど乙になiこがあるか，場所によってどんなあり方がちがうかという観点から見たり，考えたりす

る。空間的存在者認識する恭本概念であり， ζの概念は地理的見方・考え方として
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もので、島る。したがって，小学校においてすでに啓発されているのであって，その上に中学校にお

いての高度な方法が加味されてくるわけで、為る。 ζの見方・考え方の中には，地理的位罷(絶対的

位置・相対的位置)や社会事象が地表に分布する場合，それがどんな形態をもって分布するかそ把

鑑するための形態的見方・考え方，分布する諸事象を質的観点からその分布の特性を考察しようと

する見方・考え方，分布の量的見方・考え方がある。

2. 相関的な見方・考え方

地図・統計表・グラフなどから，なぜそζ;こそのように分布しているのかを，他の自然や社会事

象との関連において，見たり考えたりする概念である G 中学校の地誌学習では，教科書.J母国l援・

統計表などに示された資料をもとに考えていく形をとる。

いま依りに，資料から地域の特色長見つけ出す活動を事実認識とよぶ乙とにし，その理由を考察

するζとを関係認識とすれば，地函・統計表・グラフなどの資料から，その地域の特色吾読みとる

事実認識は，地誌学習の出発点であり，いろいろな指標のもとiこ他地域との比較をはかり，その地

域の特色を生み出した理由を究めていく関係認識は，地誌学習の中心であり終結で島る。しかし，

その関連性を自然的な条件でとらえるととは比較的容易で島るが，社会的，歴史的条件でとらえる

乙とは容易ではない。

3. 地域的見方・考え方

一定の土地の特異性，土地柄そ，自然や社会の諮条件によって考察しようとする見方・

ある。島る地域がどんな傾向をもっているかを判断したり，ある事象の分布の{墳向を把握し，その

地域がもっ課題を発見するためのものである。

日 教材の精選について

1. 教材精選の基本的考え方

ものどとを認識していく場合，知識獲得のための心的能力を育てていくためのトレ…ニングをす

れば，十分だとする形式陶冶の考え方がある反面，教師が多くの内管吾教授し，習得させなければ

ならないとする実紫陽拾の考え方がある。 ζの二つの考え方のうち，いずれかをとい

無理である。今自の構報千七社会では，大事だと，患われる ζとが数多くあり精選する必要があるが，

その場合，一つの ζ とを身につければ，何もかもすらすらいくという考aえ方には問頴があろう。そ

の点から考えれば，実費階冶の考え方も考慮する必要があり，持方の考えを十分吟味した精選が必

なってくる。

とζ ろで指導の際，資料としてもっとも利用されやすい社会科の教科書の記述は，それぞれの地

域の具体的事象(それが，そ乙に生じた理由そ取り去って，結果を主として)であるが，とれらの

事象在教科書の内容通り指導していたのでは，内容的にも平板なものになる。

すなわち，日本や世界における諸地域の学習内容を構成する際の観点として，学留指導要領では

roooを取り上げて，……を理解させるjと示されているが， ζれは，取り上げる事項とねらい
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とする事壌とを十分に関連させて扱う必要を示したものである。単に， rどζ に，どうしてJとい
つに品甘h-低うのではなく，その物産や事象が，その地域(又は冨)の人々の生活とどのようにか

かむっているのか，それらはその地域の人々の生活にとって侍であるか，それらが地域の環境条件

の中で，どんな意味をもつかといった観点での級いが大事である。

また，その地域の生活で最も目立ち，かつ興味あること，たとえば，日常生活様式からでも，輪

出入の貿易匡からでも入って，それから次第に他の方へまく発膿させていくという方法でもよいと，思

。どの地域を扱うにしても，何もそ ζの按観からはじめる必要はない。それよりも，その地域の

ある代表的な地域の生活から出発して，あとで地域全体をつかめるようlこすることである。

2. 教材精選の観点

中で， ζのζとについて次のように述べている。 r日本の諮地域における人々
び地域の特色と動向者，どの地域においても，それぞれの項目(ア.位置と壁史 イ.自然の特色

ウ.資源の開発と産業 エ.人口と居住 オ. f岳地域との結びつき〉が関連し合い，かつ深め合う

関係にある ζとに留意しながら，どの地域においても，それぞれの境目を等分に同じ重さをかけて

取り扱うのではなく，人々の金活及び地域の特色と動向が把握できるように，学留する地域によっ

て観点、の取り扱いに軽撃をつけて扱うように配慮する。J

従来，地理学潤が羅列的だといわれたの法，すべての地方〈地域)の学腎で. rあゆみJr位置
と自然Jr地域の農業Jr地域の工業」といった項自が繰り返し登場してきたからで為る。「どζ
で何々がつくられるJrどとがどうで島るJということが万溺なく扱う方式がとられ，結烏は暗記
科目といわれ敬遠されてきた。 ζの非難から脱却し，地理的分野の目標に迫るために. r教材の轄
を醤る ζ と ある。

しかし，替選という場合，従来あるものの一部長省略して，残りそつなぎ合わせるといったもの

ではなく，学習内容を重点化したものと考えたい。すべてを網羅したものでなく韓関の多い教科構成

といってよい。隙需の多い重点化された教紛であっても，単なる点の学習にとどまるのではなく，

*分手話・地域性・地域開の関係・地域の変貌・地域の課題等が鮮明にとらえられる必要があり，

地域どうしの詑較の中に，地理的見方・考え方の要素が組みζまれているととが大事である。した

がって，日本地理の場合で考えてみると，それぞれの地域の住民にとって，最もかかむりの大きい

問題を取り上げ，産業zu・問題別にできるだけ「落ちJがないようlこする。
たとえば， rみかんjの問題は，九州、1・瀬戸内・紀州・静岡のどこで取り上げてもよいと考える
が，被数で取り扱う必要はない。ただ，歴史的経過を説明するためには，静附の方が扱いやすいの

ではないか。また. r稲作Jの問題は，北陸と東北で取り上げ，北障では冬の多雪と嬬状地.{豆湿
地という臼側句特色を，耕地整理・湿田の改良など主として技欝顕から，東北では農地改革・減反政

策・食糧管理制度など，どちらかというと，農民と農政とのかかおりを学習させたい。
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すでに地理的な

V 地理的な見方・考え方の指

いての考察は試みたが， ζれらが実際の授業の中に位置づけら

れ，生きて働くためには，指導過震が，それを育てるため吟味されたものでなければならない。先

に述べた地理的な見方・考え方が指導過程のどの段階で錘いていくのか検討しておかなければなら

ない。

そこで，まず社会科の指導過粧の基本的な塑を要約すると次のようになる。

@ 
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同孫関②

 

@本質的認

〈整理・一般化〉

社会の事実をできるだけ客観的に把握し，ある段階まで深

めていく

-事象の社会的意義を明確』こする。この段階では次の

学野活動が麗関される。

a.事実認識の構造的位鞭を朗らかにする。

b.事実・事象の社会的構ぎを明らかにする。

C. 事実・事象の社会的意義を実証する。

その社会的意味に対応した自分たちの実践についての動機

づけの態度化を留る。

以上のような 愈課題把握〈事実認識〉ー.. @課題追求〈関係認、議)→@盤理・…般化(本質

的認識〉という授業の基本段階が考えられる，それぞれの段階で先に述べた地理的見方・考え方が

位置づけられる学警が展開される。

告の課題把握の段階においては，分布的見方・考え方が{動くことになるし，②の課題追求の設階

では持関的な見方・考え方が特に鶴き，@の整理・一般化の段階で地域的な見方・考え方が中心と

なる。もちろん，年間すべての学習が，いつもこのような頼序で規則正しく行われるとは限らない

だろうが，多くの場合，前述した授業の流れの中で顕次，地理的見方・考え方が育っていくと考え

る。

ζれまで、述べた指導過程は，社会科の理解の仕方にはとつの段階が考えられるからである。

e 表顧的理解の段階
たとえば日本のりんご生産の約半分を占めているのが青森県であるとか，ぶどうは山梨県が約30

%.みかんの生産量Iまりんごの 3倍ほどあるとかの細々バラバラの理解といった粧度の理解である。

「事実を与えるだけの学留jであり，表面的な理解にとどまり，社会科を暗記科目と考える人たち

は， ζの理解で事たれりと考えている人たちが多い。もちろん，乙のことそ全く恋定ずるわけでは
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ないか， I羅列的な知識の記標Jの学習で満足しているわけにはいかない。

構造的理解の段階

社会的事実や事象そ，羅列的におさえるのではなく， ζれらと伝関係づけ，その底の流れiこまで深

まった学習ができるならば，後続の学欝への転移の可能性をますことができるのではないだろうか。

具体的には， りんご生産における品種改長とかの人々の工夫や努力，他地域との競合，貿易の島由

化の影響等の関連を個々のものが，どうかかわって場造的なまとまりをケもっているか，といった追

して到達する理解の段階である。

@ 人間的理解〈生きざまとのかかわりでの理解〉の設階

~jiさの人々の工夫や努力のあとをみせるためには，工夫の事実や働き惑とみせるだけでなく具体的

人物を取ち上げて，その苦労や果たした役害jをみせ江くては，内実告もった実感としてとらえさせる

ζ とはできない。病虫詩とのたたかいの中で収穫の秋を迎えても，一家にして台風による落果，あ

るいは豊作貧乏の嘆者など，りんごづくり農家の悩みや苦しみ安心の癌みとして，共感できるよう

な理解である。

しかし，人々の営みや現下の問題点に触れるにしても，あまりに経務的内容に入りすぎては，生

徒の理解の限度をはずす危険性なしとはいわれ誌い。乙の点については，その理解の限度を考慮し

なければならないζとはいうまでもない。

また，乙乙で注意すべき ζ とは，現実の社会の動静や内構，人々の営みを湾きぼりにして問題点

を明らかにし，それを考えさせるにとは望ましいととではあるが，その地域の特色とな

格や基本的構造の指導までゆるがせにして，問題点、ばかりの指導に走ってはなら立い。

りんご栽培を例にとれば，明治以後，士族の授産として熱心に栽埼方法を研究し発展に努力して

きた人がいた ζと，商品として果樹栽培が普及してきたζム傾斜地や設正，泊離原の邑然堤訪闘

が利用されている ζと，弘前を中心とした地域が青繰りんごの栽培の核心地域であることは，

して押えるべきである。

日 系古 び

学雪指導の方法は，さまざまな理論のもとに実践が試みられているが， Iだれでも」また「たや

すくJ取り組めるものだったろうか。しかし，さまざまな理論のもとι展開される指導法lこも，変

らぬ共通した点、を見出せるのではなかろうか。その共通点在「授業がわかるJζとと把えたい。

多種多様の指導法がとられているが，その基践には問題解決学習の精神を生かすべきである「資

料による思考操作学費Jは，乙の向者の利点を取り入社るζとができると考える。

以前は，学校で教えたことが長続きし実際にも役立ったが， ζれからはどうであろうか。地理は

現荘在扱うという ζとで最新の資料を集め，教材訴究に多大のエネルギ}をかけたにもかかわらず，

その変化の早さに空し容器味わう ζともある。可変的なもの脅迫いまわす空しさは消えず，だから

といって不変的なもののみを地理教結にする乙とにも疑問がある。教綜精選の名のもとに肉付け惑と
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欠いた骨組だけでもおもしろくない。 ζの矛震とどうかかわりあい，どう克服すればよいだろうか。

また，指導法を工夫しさえすれば，どんな子どもでも伸びるという仮説のもとに授業が展開され

ているが，実際にはそんなととはあり得ない。結果だけ問題にしても，それに到達できない子ども

は必ずいる。そういう子どもは努力もしないし，学ぶ喜びといってもついてこない。どうすればよ

いか。

しかし，授業がわからず学習内容の定着しない生徒を頭が悪いと片付けている摂り，その生徒の

心を遠ざけてしまう c このような生徒にも学曹の喜びそ体得させるには如何にしたちよいだろうか。

一つの試薬として，次のととそ誤みている。それはf学習の手引きJの活用である。教科書

まずに授業}こ臨み，結局，授業がわからないととの対策としての意味合いもあるが. I読むζとは

学力獲得の前議であり，審くととは学力定着の鍵」となるという ζとから「学曹の手引きJの活用

っている。乎引きの構成は単純で機域的に解答のできるもの〈下位群へ).第道をたてて解答

するもの(上位群〉と，教科欝の中から小ステップに分けた学習課題として提訴している。

「自分ひとりの力でわかるJζとに努力し，授業を通して再議認しながら，教えられてわかる受

容学習だけでなく，自分の力でわかっていく自主学寄をめざしている。

出に登る楽しみ告知るためには，自分の脚で登って登りきって達成感を味わう経験をもたなけれ

ばならない。中学校に入学してきた生徒は，新しい学校生活に大きな期待をもっている。それは目

新しいものへのあとがれで遣うるかもしれないが， ζの期待惑を停濃させ持続させる方絡が必慢であ

る。そのためには，教科指導ばかりではなく，その学級の雰囲気づくりが大事で、ある。学級集毘の

人間爵係を暖かいものとし，弱者〈低学力〉を助けながら登山するというような学級づくりをめざ

さなければならない。そのような雰間気の中で「授業がわかるJというねらいに到達できるように

なるだろう。つまり，地理的な見方・考え方ができるようになると考えている。

-78-




